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内容の要旨及び審査の結果の要旨
ヒト水晶体中の未同定遊離蛍光物質（F1-Glc）と水晶体核の褐色化の関連を調べるために、ＦＨ１ｃの
含有量を褐色核と非褐色核間で比較した。さらに、非褐色核の低分子分画を３７℃で静置すると箸増
する蛍光物質（F1-X）とＦＨ１ｃの異同を決定し、Ｆ１－Ｘの同定を試みた。高速液体クロマトグラフィ
ー（IPLC）上のピーク面積をもとに含有量を調べたところ、既知の蛍光物質であるキヌレニン、３－
ヒドロキシキヌレニングルコシド（３HK-Glc）およびα-デアミノー３－ヒドロキシキヌレニングルコ
シドは非褐色核と褐色核間で有意差を示さなかったのに対し､F1-G1cは褐色核で有意に増加していた。
Fl-XとFl-Glcの異同を調べるためHPLCで分析したところ､両者の蛍光ピークの保持時間は異なる２
つのHPLC条件下で一致した。またＦｌ－ＸとＦ１＄1ｃをβ-グルコシダーゼで処理すると両者の蛍光ピー
クはともに消失した。以上の結果からＦｌ－ＸとF1-Glcはともにβ-グルコシドであり、同一物質であ
ると推定された｡液体クロマトグラフィー/質量スペクトロメトリー(LC/MS）によりF1-Xの質量分析
を行ったところ、ＭＷは３６７であることがわかった。F1-XのアグリコンのMWは２０５と推定される
ため、標準物質のキサンツレン酸（トリプトフアン代謝産物の一つ、ＭＷ２０５）とHPLCで比較したと
ころ、キサンツレン酸のＷ吸光ピークの保持時間はF1-Xのアグリコンのそれと一致したため、Ｆｌ－Ｘ
のアグリコンがキサンツレン酸であることが示された。以上の結果から、F1-XすなわちＦｌｍｃはキ
サンツレン酸のβ-グルコシド（XA-Glc）であると結論された。Fl-G1cの生成経路について検討する
ため、分離精製された３HK-Glcを３７℃で静置しHPLCで分析した。３M-G1c単独では７週たっても
ほとんど変化がみられなかったが、ピリドキサール５，リン酸（ビタミンＢ６の代謝産物、PLP）存在
下では３M-Glcは徐々に減少し、７週後にはほとんど検出されなくなり、F1-Glcと同じ保持時間を有
する新たな蛍光物質が多量に生成された｡以上の結果から、３ＨＭ１ｃはPLP存在下で非酵素的にF1-X
（＝Fl-G1c＝XA-Glc）に変化したと推察される。以上本研究は､褐色核において著明に多く含まれる
蛍光物質はキサンツレン酸のβ-グルコシドであることを解明し、さらにそれが３HK-Glcから非酵素
的に生じる可能性を解明し、水晶体核の褐色化の原因究明に大きく貢献した点で学位に値すると評価
された。
－７７－
